
言語学論叢第9号（！990）

アラビア語のカイロ方言の咽頭化子音
と非晒頭化子曹のPhonザL1r1n90星raPh
　　　　　　　　　　　壱こよる分靖掃

I｛anan　詞af　i　k　問OH＾HED

1．はじめにユ

アラビア語の子音と母音の研究については、AトAniのArabic　Phono1ogy，An

＾cousticalandPhysio1ogical　Inves亡iga辻ionの巾で、サウンドスペクトグラフによる

分析がなされている。今までの研究においては標準アラビア語は物理的に分析されては

いるが、生理的にはあまり分析されていない。また私の知る限りアラピア語のエジブト

のカイロ方言の子音と母音は生理的に分析されていない。本縞はアラピア語のカイロ方

書の畷頭化子音と非咽顕化子音σ）Phono－Laryngographによる生理的分析についての実験

報告である。実験報告に入る前に標準アラピア語とエジブトのカイロ方奮について述べ

る。一

エジプトの標準語はアラピア語である。標準アラピア語の子音σ）大きな特徴の一つは咽

頭化である。鰯頭化というのは舌根と咽頭壁との間で閉鎖を彩成することである。標準

アラピア語の鰯頭化子音の代表的なものは［ざ］、　［t］、　［d］、　［s］である。こ

の標準アラビア語と同じようにエジプト方言にも咽頭化子音が毘られる。エジプト方言

の咽頭化子音0）代表的なものは［t］、　［d］、　［s］、　レ］である。　（エジプト方

言では標準アラビア語0）歯間晋［θ］、　［さ］、　［ぢ］はない。　［さ］はエジプト方書

σ）［d］、　［争］に対応する。）

晒頭化子音は後統0）嘩音に影響する血例えぱ／a／は非囎頭化子音に後続する場合

〔認］になり、咽頭化子音に後統する場合［d］になる。つまり咽頭化子晋と非曜頭化

子音の後統母音0）音質には差がある。
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2．目的

前節で述べたようにアラピア語0）カイロ方言0）子音と唾音はこれまで生理的には分析さ

れていない血また咽頭化子音と非咽頭化子音の呼気流量には差があるかどうか分かって

いない。本稿では標準アラビア語ではなく、エジプト0）カイロ方言0）咽頭化子音0）代表

的なもの［t］、　［dコ、　［s］、　［昇］と非曜頭化子音［t］、　［d］、　［s］、

［z］σ）呼気流最をPhono－Laryngographで調ぺる。Phono｛ary㎎ographを使うことによ

って音声0）持続時間、声域、基本周波数0）移動平均変動率が瞬時に求められる血

3．方法

Phono－Laryngographを利用して、単語レペルで咽頭化子音と非燭頭化子音の差を最小対

立1晋節語を使って、調ぺる。鰯頭化子昔と非咽頭化子昔0）呼気流最0）数値が正確に現

れるように、一つの画面に一つ0）単語を発音する。そσ）理血は、咽頭化子音と非咽頭化

子音からなる最小対立0）単語を一つ0）画面に達続して発音すると、最初に発音した単語

にS毛rcssが来て、次0）語と上ヒベると、呼気流量が多くなるである。例えぱもし非咽頭化

子音を含む語を先に発音して、そ0）あとで咽頭化子音を含む語を発晋すると、非咽頭化

子音の呼気流量0）数値0）方が多くなる。岡じことが噛頭化子昔を含む語を先に発音した

場合にも蓄える。つまり2秒以内に2つ0）単語を連統的に発音すると一つ0）単語0）よう

になり最初0）音節にS七ressが米る、

E：x：　　daヨー　　　d41　1

　　　　CVC　　CVCC

d　d　l　l　d冠i

CVCC　CVC

インフ才一マントはカイロ方言0）話者0）筆番である。筆者0）生まれた場所はエジプト0）

北方0）デミエ・ソタというところであるが、1才の時から23才までカイロに住んでいた

語りスト　　［t記11］　（丘）　　　　　［td　l　l］　（0）ぞいた）

　　　　　　［d記11］　（案内した〕　　［dd　l　l］　（道に迷った）

　　　　　　〔s記11］　（引っ張る）　　いdl　l］1がらがら鳴った〕
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［Z湿11］　（見下げた） ［粋411］　（持続しだ）

（非咽頭化子音と曜頭化子昔と0）／a／の現れかたについては1節を参照。）

4．鰭果

以上の語リストの実験緒果のデータを揚げる前に呼気流最の数植0）決め方について述べ

る。

1、呼気流量（〔o慨）のピークは必ずしも子音の部分にあたると言えない。　［t］、

　　［t］、　〔d］、　〔d〕、　［s］、　［s］、　［z］、　［升］0）カーソルσ）位置は、

　In七cnsi土yとPi七chのはじまるところを見比べて決めた。

2．摩擦子音の持続時閻は長いので、見やすい。　［s配11］、　［sd　l　i］、

　　［z配11］、　［傍d　l　l］では摩擦子音の部分だけに力一ソルを立てた。破裂音

　　0）場合は子音だけにカーソルを立てるのは無理な0）で、　［t配11］、

　　［t己111］、　［d認11］、　［dd　l　l］0）子音は町音と一緒にカーソルを立て

　　た。

3．〔o暇と1n七ensi土y，Pitchの3つが入った図の数雌とFlow0〕拡大図の数値が異なる場

　　合にはすべてFlowの拡大図の方が7唖玉／s多くなっている。これは機械の分析機能

　　力のちがいが原因である。今回はFlowとintens1七y，P1tch0）3つが入った図0）数彼

　　を見る。

次にデータを挙げるが、注意してもらいたいことは、Flowと1ntcnsity，P1tchの3つが

入った図の下に〔ow0）拡大図があることである。つまつ1～8図0〕それぞれにおいて、

下にあるBの方がA0）拡大図である。
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F1owとlnヒcnsity，P1tchσ）3つが入った図0）1燭頭化子音と非幽頭化子音の数値を毘比べ

ると以下0）ようになる。
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330270

今回の実験から咽頭化子音の呼気流量0）方が非咽頭化子音σ）呼気流量より大きいという

ことが明らかになった。今回σ）実験はまた、外国語教育に対しても意味合いをもち得る

と言える。日本人がアラピア語の晋を学習する時、鰯頭化子音と非咽頭化子音の区別が

頭を悩ませる間題σ）一つである、。今回の実験は、冒本人がアラビア語を学習する際σ）こ

σ）ような間題を解決する手がかりをともなるだろう、

〔注1

一実験と本稿作成σ）すべての段階で城生循太郎先生から多くの貴重なコメントをいただ

いた。ここに記して感謝申し上げる。

21970，MOutOn、↑hc　Hag1」e■Pa「is
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＾na1yzing　Caircnc　Ara1〕ic　e蘭pa亡ic　consonan七s

　　　　　　　　　　　1〕y　phono－LaryngograPh

Hanan　RafiIく　蝪0H＾MEl〕

　　　　　↑his　PaPer　ana1yzes　the　typica1　Cairene　Arabic　e鋼Pha七ic　consonan亡s　by

Phono－LaryngograPh，　co皿Parin厘　them　瀞i七h　七he　non－emP11a士三c　consoΩan七s．

　　　　　Unセi1　no留　㎜any　researches　have　i　nvest　igaセed　亡11e　empha七i　c　consonan亡s　i　n

standard　Arabic　acous亡ica1ly，　bu亡　（as　far　as　I　kno慨）　no　rcscarchcrs　have

三nvcs亡iga亡ed　Ca三1－ene　Arabic　emPha七ic　consonan亡s　Physio1ogical－y　by　p11ono－

LaryngograPh．　一　inves亡iga亡e　FLOW　in　七he　fol1o慨ing　mini冊a1　Pair　cxamP－cs．

［t記

［d記

［S鎚

［Z託

1］

1］

1コ

1］

［工d

［皇d

［£4

［みd

」］

ユ1

」］

！］

　　　　　I　de亡er禰ined　亡he　Posiセion　of　士he　axis　of　FLOW　of　亡he　cmPha亡ic　and　non一

．c㎜Pha亡三c　consonan亡s　l⊃y　co皿Parin9　三亡　碍i亡h　those　of　王N↑εNSI↑Y　and　Pl↑CH．　詩｛y

experimcn七　〇n　㎜easuring　七he　FLOW　of　亡he　e㎜phat三c　a鉋d　non－cmpha七ic　consonants

1〕y　phono一しaryngograPh　sho牌s　the　fo互1owing　resu1士s：
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